
Ⅰ　はじめに

　医療の高度化，患者の安全の確保や権利意識の向上，

疾病構造の変化などから，看護職は多様化する国民の

ニーズに対する，これまで以上に幅広い役割が求められ

る。このため，看護学生は，高度なコミュニケーション

能力や主体的に学ぶ能力・創造的及び批判的思考力・協

働と連携の能力・生涯にわたり学ぶ能力などを修得する

必要性が示されている（厚生労働省　2008，文部科学省　

2011）とともに，今後の変化にも応じられる高い看護臨

床能力が求められる（藤岡ら 2002）。

　しかし，看護学生に関しては，多くが精神的健康に

大きく影響するアイデンティティの確立段階にあり，

周囲との関係性の中で揺らぎやすく（服部 2004，舟島  

2005），そのうえ希薄な関係で内面の開示を避け，互い

を傷つけ合わないよう気遣うなどのコミュニケーション

傾向や精神的健康の課題（岡田 1993，岡田 2011，廣實 

2002，白井 2006）が指摘されている。また形式的・表

面的な対人関係以上に関係が深まると不安を生じること

（伊藤 2008，石原2009）などとともに，自尊感情や自己

効力感の低さ（窪田 2009，小川ら 2011）・大学生の学

習意欲の低下（溝上 1996）・現代青少年の試行錯誤に取

り組む意欲の減退（文部科学省 2007）などが報告され

ている。

　さらに看護学生の95％以上が何らかのストレスを感

じ，その内訳として実習を含む学業に関するものが最

も多いことが報告されている（保坂 2006，小倉 2007）。

中でも臨地実習は，看護学生の看護実践能力や看護観を

育み自己効力感を高める場である反面（安藤ら 2007），

精神的緊張の高いことが報告され（毛利ら 2008），ひい
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要旨

　精神看護実習では実習指導者が，看護学生が先入観を脱して患者との関係を形成し，治療共同体で主体的に実践で

きる学習支援をしていることが明らかにされている（平上ら　2011）。今回は，実習指導者以外のスタッフナースの

学習支援を明らかにすることを目的にインタビューを行った１事例の分析結果を報告する。

　看護実習を受け入れている精神科病棟に勤務する看護師を参加者として，実習生や実習指導への思いや考えを中心

に半構造化面接で語ってもらい，質的帰納的に分析をした。その結果，スタッフナースの学習支援は61サブカテゴリー，

25カテゴリーから，10大カテゴリーが抽出された。大カテゴリーは、【精神科看護実践に必要なもの】・【実習指導者

からスタッフナースへのはたらきかけ】・【実習生の立場や思いに対する理解】・【実習生が病棟に入るメリット】・【学

習支援環境としての治療共同体】・【実習生や実習指導に対する自分の思いや考え】・【直接指導と支援者役割意識】・【ア

クシデントのあった実習生への配慮と対応】・【学習支援者としてのスタッフナース活用の要望】・【学生の成長を実感

するよろこび】であった。スタッフナースは看護学生が病棟に入るメリットを実感しつつ治療共同体を活かした学習

支援をし，学生の成長を喜び，もっと支援したいと思い，実習の学習支援に役割意識を持ちながら関わっていること

が明らかになった。

キーワード：精神看護実習，スタッフナース，学習支援
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ては就職にも影響する体験である。とくに精神看護実習

は、不安や恐怖・心理的ストレスが強い実習であること

や，その反面，学生の精神障害者や精神科病院に対する

イメージや思いが，実習を通して肯定的に大きく変化す

ることが多く報告されている（佐藤 2005，佐藤 2007，

真野 2007，関井 2008，京谷 2009）。しかし，臨地実習

は1人の教員が多くの学生を担当する指導体制であるた

め，実習指導者も学習支援の中心とならざるを得ない。

その実習指導者は学習支援に不安や自信のなさ，ジレ

ンマを抱えていることが多く報告されている（佐藤他 

2004，福井 2005，男鹿 2008，中村ら 2013）。

　以上のような背景のなか，学習の成立や支援過程など

学習支援の構造を明らかにした研究はみあたらない。平

上（2011）は実習指導者に焦点化し，看護学生が先入観

を脱して患者との関係を形成し，治療共同体で主体的に

実践できる支援をしていることを明らかにした。しか

し，臨地実習においては実習指導者だけでなくスタッフ

ナースも学習成果に影響を与えることが報告されてい

る（Tanda & Denham, 2009）。具体的には、学生にとっ

て学習しやすい環境やロールモデルの提供（渡辺 2003，

隅田 2013）や，スタッフ全員で学習支援をすることで

指導者の不安等の軽減になること（中村ら 2013），スタッ

フ自身の看護などの振り返りの機会になること（渡辺 

2003，渡辺 2012）などである。つまり、指導者以外の

スタッフナースが実習に関わることの意義は大きいこと

が予測される。しかし，精神看護実習において，実習指

導者以外のスタッフナースに焦点化して学習支援を明ら

かにした報告はみあたらない。

　そこで本研究では，精神科において実習指導に携わっ

ている実習指導者以外のスタッフナースに焦点を絞り，

精神看護実習における学習支援の構造を明らかにするこ

とを目的とする。このことを明らかにすることは，スタッ

フナースの学習支援者としての役割の明確化になり，現

状の捉えなおしと課題の抽出，効果的な実習指導のあり

方に示唆を与えるものと考える。なお，本報告では，実

習指導者以外のスタッフナースの学習支援を明らかにす

るためにインタビューを行った1事例の分析結果を報告

する。

Ⅱ　用語の定義

　本研究において実習指導者とは，「精神科病院に５年

以上勤務し，勤務病棟において実習指導として任命され

ている看護師」とし，スタッフナースとは「実習指導者

以外の実習病棟の看護師」，学習支援とは「学生の実習

経験が学習につながる指導者のもつ雰囲気や思いなども

含めた関わり・介入であり，言動だけでなく，臨地で学

習が成立するために実践されるあらゆる活動」，学習支

援の構造とは「支援によって学習が到達される指導者の

活動を，学習が到達するまでの過程において構成される

様相とその関係」，治療共同体とは「病棟を１つのコミュ

ニティとみなし、患者とスタッフがすべて対等な立場で

話し合い協力して治療と組織運営にあたる治療的アプ

ローチ」とした。

Ⅲ　研究目的

　精神看護実習における，実習指導者以外のスタッフ

ナースの学習支援を明らかにすることを目的とする。こ

のことが明らかになることで，精神看護実習における学

習支援の構造がさらに明確化されるとともに，スタッフ

ナースの役割の明確化になり，現状の捉えなおしと課題

の抽出・効果的な実習指導のあり方に示唆を与えるもの

と考える。

Ⅳ　研究方法

１　研究デザイン

　質的記述的研究である。

２　対象とデータ収集

　対象は，看護実習生を受け入れている精神科病院の病

棟において，実習指導者に任命されていない看護師で，

研究参加に同意の得られた３名に対して半構造化面接を

行った。なお，対象についてはデータのバリエーション

を持たせるため，精神科看護師経験や年齢，性別を考慮

し，理論的サンプリングを行った。

　面接は研究者インタビューガイドに基づき実習生や実

習指導への思いや考えを中心に，１人１回60 ～ 90分行っ

た。対象者が自由に語れるように配慮し，語りの流れに

沿って対応する。インタビュー内容は対象者の許可を得

た場合は，ICレコーダーに録音し，それを逐語化した

ものをデータとし，インタビュー後には気づきや印象等，

ノートに詳細にメモした。なお，本研究では約70分のイ

ンタビューの語りをデータとした１事例の分析結果をま

とめた。

３　分析方法

　はじめにデータを丁寧に読み込み，実習生や実習指導

への思いや考えについての語りに着目してコード化，ス

タッフナースに焦点化し，どのように学習支援になって

いるのか，解釈の多様性，オープン化のために専門家ら

と何度も検討し，現象の幅や深さを意識しながら解釈し，

最終的に研究者の最も納得のいく解釈案を選択，他の類

似例や対極例を視野にいれながら他のデータと比較し，

命名するサブカテゴリー化作業を行った。分析過程では，
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常に分析テーマと照らし合わせ，データに立ち戻りなが

ら確認し，学習支援と，精神科看護の場の特性や実習の

場の広がりを捉えながら文脈を解釈し整理した。サブカ

テゴリー間の関係を見つつ，カテゴリー生成を行い，さ

らに意味内容を比較検討しながら大カテゴリー化した。

分析段階では質的研究や精神看護，看護教育の専門家で

ある研究者間で検討を繰り返し，最も妥当と判断したも

のを結果とした。

４　倫理的配慮

　対象となるスタッフナースに対して，研究の協力に対

して研究協力依頼書を用いて文書と口頭で，「研究参加

においては，研究目的・研究方法・研究への協力及び参

加は自由意思であり，拒否（途中の拒否も含む）しても

不利益を生じないこと，個人が特定されないことを説明

する。得られたデータは研究目的以外に使用しないこと，

個人のプライバシーの保護，匿名性の確保，守秘義務に

努めること，研究終了後に電子媒体，紙媒体は適切に処

理すること」を説明し，同意書への署名をもって研究協

力の同意とした。また，スタッフナースの所属機関の長

と看護部長にも同様に説明し，了解を得たうえで，研究

協力を依頼した。

　なお，本研究は名桜大学人間健康学部倫理審査委員会

における倫理審査を受け，研究倫理に関する承認を得て

から研究に着手した。

Ⅴ　結　果

　研究参加者は，単科の精神科病院の女性閉鎖病棟の実

習指導者経験のあるスタッフナースで，精神科勤務経験

30年の男性看護師Ａ氏であった。

　以下の記述については，大カテゴリーを【　】，カテ

ゴリーを《　》，サブカテゴリーを〈　〉，コードを『　』，

語りは「　」で表記する。文中の（　）は語りの流れを

補う場合に研究者が付け加えたものである。

　分析の結果，スタッフナースの学習支援は87コード，

61サブカテゴリー，25カテゴリーから10大カテゴリーが

抽出された。表１に示す。
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大カテゴリー カテゴリー

⑴ 精神科看護実践に必要なも
の

患者に対する気づきと思いやり，ADL 援助と対話が精神科では必要

精神科では必要な隔離処遇

⑵ 実習生の立場や思いに対す
る理解

実習生は精神科に対する怖いイメージや不安，ナースへの近づきにくさなどを抱いている

コミュニケーションの持ち方や話のあわない人への対応などがわかり自信になるなど
実習の意味は大きい

⑶ 実習生が病棟に入るメリッ
ト

限られた病棟空間に実習生が来ることは患者の欲求やスタッフナースの初心を引き出
す契機となり良い刺激である

患者の呼び方や言葉遣いなどで悪い点は話合いや研究など自分たちでも改善に取り組
み意識するが実習生からの指摘もいいと思っている

⑷ 実習指導者からスタッフ
ナースへのはたらきかけ

指導者はスタッフナースに対して提案的な話し方を勧めたりすごく配慮をしている

⑸ 学習支援環境としての治療
共同体

実習生だけでなく患者も実習生に気を遣っていることを感じ取ってほしいし，実習生
の理解を聞いてみたい

実習生は患者を受け持たないと学習にならないがスタッフナースは様子を判断したり
主治医にも相談しながら患者をみている

実習生が来たら良いところ見せるわけではなく普段通りの病棟の流れ

実習生を委縮させず怒らず伸ばすための受け入れ態勢や支援方法を事前にカンファレンス

スタッフナースから指導者への実習指導に関する意見や要望

⑹ 実習生や実習指導に対する
自分の思いや考え

実習で教えるべきなのはいかにしてプロフェッショナルになるかということ

間違いや注意点など実習は実践を通して学生自身が考え学ぶもの

実習生自身が考えすすめるための支援をする必要がある

スタッフナースは嫌がらないし実習生の取り組みを止めることもないので大いに活用
しもっと積極的に実習に取り組んでほしい

研修はなくても経験的に関わり方がわかったので実習生対応は困らない

自分の学生時代は計画をやり直し実習させてもらえない厳しい指導もあったが今の学
生には適さない

看護計画もアクシデントも具体的な振り返りで実習生は伸びる

実習生は２週目に伸びる

表１　精神看護実習におけるスタッフナースの学習支援の構成要素



１　精神看護実習における学習支援の構造

　スタッフナースは《患者に対する気づきと思いやり，

ADL援助と対話が精神科では必要》など，精神科看護

における実践経験から体得している【精神科看護実践に

必要なもの】を明確に持ち，実習生を迎える環境であっ

た。実習生に対しては《実習生は精神科に対する怖いイ

メージや不安，ナースへの近づきにくさなどを抱いてい

る》など【実習生の立場や思いに対する理解】や，《限

られた病棟空間に実習生が来ることは患者の欲求やス

タッフナースの初心を引き出す契機となり良い刺激であ

る》ことなど【実習生が病棟に入るメリット】を実感と

して持っており，実習開始前の頃合いを見計らった具体

的な【実習指導者からスタッフナースへのはたらきかけ】

によってスタッフナースの受け入れ準備が整っていく様

子があった。《実習生がいても普段通り》でありながらも，

実習生の受け入れについては実習中だけでなく，実習前

後も含めて，患者の状態を患者本人や医師と相談した

り，スタッフ間では患者のことだけでなく学習支援に関

するカンファレンスを持ったりして，スタッフナースと

しての意見を出すなど【学習支援環境としての治療共同

体】の一員として実習生に関わっていることもわかった。

また，実習においては，《実習で教えるべきなのはいか

にしてプロフェッショナルになるかということ》という

核となる考えを中心に《実践による間違いや注意点の習

得など実習は学生自身が考え学ぶもの》・《研修はなくて

も経験的に関わり方がわかったので実習生対応は困らな

い》・《看護計画もアクシデントも具体的な振り返りで実

習生は伸びる》など【実習生や実習指導に対する自分の

思いや考え】を持っており，これを基盤にした【直接指

導と支援者役割意識】があることがわかった。実習中に

はちょっとしたアクシデントもあるが，【アクシデント

のあった実習生への配慮と対応】は原則に基づき，実習

生をチームの一員として扱う現実的なものであった。以

上のように，一連の学習支援に関わる中で，もっと積極

的に実習できるためにもっと支援したい思いの【学習支

援者としてのスタッフナース活用の要望】があることも

明らかになった。今回のインタビューの中で【実習生の

成長を実感するよろこび】が語られ，このことが次の実

習生の受け入れにつながっていることがわかった。

２　学習支援における各カテゴリーについて

　⑴　精神科看護実践に必要なもの

　〈患者さんは自分で気づかず風呂も入らないままで，

便も分からなくなったりするので，精神科では気づきと

思いやりが必要〉・〈精神科はADLの援助が大事で関わ

ることは対話のひとつでもある〉など４サブカテゴリー

からなる《患者に対する気づきと思いやり，ADL援助

と対話が精神科では必要》，〈どうしようもないときに，

患者を刺激から遮断するタイムアウト的に使う隔離は精

神科では必要〉からなる《精神科では必要な隔離処遇》，

の２カテゴリーで構成されており，経験と実践に裏打ち

されたゆるぎないスタッフナースの看護観が反映された

ものである。

　⑵　実習生の立場や思いに対する理解

　〈実習生は初め精神科に怖いイメージをもち，実習１

週目でも不安を持っている〉などの３サブカテゴリーか

らなる《実習生は精神科に対する怖いイメージや不安，

ナースへの近づきにくさなどを抱いている》と，《コミュ

ニケーションの持ち方や話のあわない人への対応などが

わかり自信になるなど実習の意味は大きい》の２カテゴ

リーで構成されていた。実習は実習生にとって緊張や不

安などがある反面，得るものも多いことを理解している，

支援の在りように影響するものである。「学生が（スタッ

フに）聞きにくいのもわかる」という語りから，学生に

積極的になってほしいという思いの反面，学生が行動に

移すことの難しさにも気づいていることもわかった。
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大カテゴリー カテゴリー

⑺ 直接指導と
支援者役割意識

実習生の質問に対して誠実に対応する役割意識

時間を調整して実習生に声をかけたり，実習生への直接指導

移動してきたばかりのスタッフナース以外はみんな同じように実習生に応えることが
出来る

⑻ アクシデントのあった実習
生への配慮と対応

アクシデントは怒らず必要な対処はスタッフナースがすることを伝えて実習生に安心
感を与え，誠意をもった謝罪の必要性と師長への報告の義務を指導し，一緒に行こう
かと意思をたずねる

実習生のアクシデント報告は学生の力量や能力を勘案し判断しながら聞く

⑼ 学習支援者としてのスタッ
フナース活用の要望

スタッフナースを活用するメリット

スタッフナースを活用する具体的方法

スタッフナースを活用する患者側のメリット

⑽ 学生の成長を実感するよろ
こび

学生が伸びてほしい思いがあるので，実習するにつれて伸びることを聞くとうれしく
安心する



　⑶　実習生が病棟に入るメリット

　〈新鮮な目で見る実習生の気づきは自分たちも初心に

返りやる気を喚起される〉など２サブカテゴリーからな

る《限られた病棟空間に実習生が来ることは患者の欲求

やスタッフナースの初心を引き出す契機となり良い刺激

である》，〈患者を呼び捨てにしたり…一番悪い点だから

実習生から言ってもらうのも良い〉など５サブカテゴ

リーからなる《患者の呼び方や言葉遣いなどで自分たち

の悪い点は話合いや研究など自分たちでも改善に取り組

み意識するが実習生からの指摘もいいと思っている》の

２カテゴリーで構成されていた。

　⑷　実習指導者からスタッフナースへのはたらきかけ

　〈指導者はスタッフナースに，こういうふうにやりな

さいじゃなくて実習生を伸ばすためにこういうほうがい

いですよという言い方をする〉など２サブカテゴリーか

らなる《指導者はスタッフナースに対して提案的な話し

方を勧めたりすごく配慮をしている》から構成されてい

た。

　⑸　学習支援環境としての治療共同体

　〈実習生は自分たちだけが患者を気にしていると思う

のではなく患者も実習生に気を遣っていることを接しな

がら感じ取ってほしいし，そのことをわかっているか聞

いてみたい〉など３サブカテゴリーからなる《実習生だ

けでなく患者も実習生に気を遣っていることを感じ取っ

てほしいし，実習生の理解を聞いてみたい》，〈自分たち

も状態を見ながらやっているが，実習後に患者が気疲れ

すると主治医と相談したり薬を調整したり，受け持ち対

象から外したりすることもある〉など２サブカテゴリー

からなる《実習生は患者を受け持たないと学習にならな

いがスタッフナースは様子を判断したり主治医にも相談

しながら患者をみている》，〈実習生を委縮させたらいけ

ない，受け入れやすい体制，怒らないで伸ばすためには

どうしたらいいか，などカンファレンスをもちみんなで

取り組んでいる〉からなる《実習生を委縮させず怒らず

伸ばすための受け入れ態勢や支援方法を事前にカンファ

レンス》，〈実習生は褒めるだけじゃなく今できてない部

分は何か，どう指導するかを指導しないと伸びないこと

をスタッフナースから指導者に言う〉など2サブカテゴ

リーからなる《スタッフナースから指導者への実習指導

に関する意見や要望》，《実習生が来たら良いところ見せ

るわけではなく普段通り》の５カテゴリーから構成され

ていた。

　⑹　実習生や実習指導に対する自分の思いや考え

　《実習で教えるべきなのはいかにしてプロフェッショ

ナルになるかということ》，〈実習は自分で考えてやるも

ので実習生次第〉など３サブカテゴリーからなる《間違

いや注意点など実習は実践を通して学生自身が考え学ぶ

もの》，〈ダメな点を指摘するのではなく受持ち患者にで

きるように学生自身が考えて進めるように…不明確な点

などを投げかけるのが伸びる方法…〉など３サブカテゴ

リーからなる《実習生自身が考えすすめるための支援を

する必要がある》，〈アクシデントも含めて実習生に“す

るな”というようなことはない，どんどんやってほしい〉

など３サブカテゴリーからなる《スタッフナースは嫌が

らないし実習生の取り組みを止めることもないので大い

に活用しもっと積極的に実習に取り組んでほしい》，〈研

修などはなく４年目くらいから指導者をしてきた経験の

中で実習生との関わり方がわかってきた〉など２サブカ

テゴリーからなる《研修はなくても経験的に関わり方が

わかったので実習生対応は困らない》，《自分の学生時代

は計画をやり直し実習させてもらえない厳しい指導も

あったが今の学生には適さない》，〈爪切りによるケガな

どなぜそうなったかの振り返りが伸びる要素と考えてい

る〉など２サブカテゴリーからなる《看護計画もアクシ

デントも具体的な振り返りで実習生は伸びる》，《実習生

は２週目に伸びる》の８カテゴリーから構成されていた。

　⑺　直接指導と支援者役割意識

　〈精神科のナースは聞かれたら調べたり人に聞くなり

の対応で答えるのは当然だとみんな思っていると思う〉

など２サブカテゴリーからなる《実習生の質問に対して

誠実に対応する役割意識》，〈自分が可能な範囲で実習生

に対応したりあいてる時間に自分から声をかけたりす

る〉など２サブカテゴリーからなる《時間を調整して実

習生に声をかけたり，実習生への直接指導》，《移動して

きたばかりのスタッフナース以外はみんな同じように実

習生に応えることが出来る》の３カテゴリーから構成さ

れていた。

　⑻　アクシデントのあった実習生への配慮と対応

　《アクシデントは怒らず必要な対処はスタッフナース

がすることを伝えて実習生に安心感を与え，誠意を持っ

た謝罪の必要性と師長への報告の義務を指導し，一緒に

行こうかと意思をたずねる》，〈患者の出血についての報

告を聞き実習生が何らかの対処をしていることを考えた

し，実習生が大けがを患者にさせるわけはないという考

えがあった〉など２サブカテゴリーからなる《実習生の

アクシデント報告は学生の力量や能力を勘案し判断しな

がら聞く》の２カテゴリーから構成されていた。

　⑼　学習支援者としてのスタッフナース活用の要望

　〈大変でもスタッフナースに聞きながらの２週間のほ

うが実習生はすごく伸びるという実感がある〉，〈スタッ

フナースにどんどん聞くことで実習生はチームに溶け込

みやすくなる〉など３サブカテゴリーからなる《スタッ

フナースを活用するメリット》，〈看護師に患者のところ

に一緒に行ってもらえないかと言うのも良い〉，〈“自分
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たちは学生なので分からないことがあれば何でも聞いて

いいですか”とはじめに挨拶しておく…〉など３サブカ

テゴリーからなる《スタッフナースを活用する具体的方

法》，〈患者は実習生に気を遣いはじめは戸惑うのでス

タッフナースが入った方がやりやすい〉，〈最初は対応の

仕方が分からないなりに自分でやってみるのも勉強だと

思う〉からなる《スタッフナースを活用する患者側のメ

リット》の３カテゴリーから構成されていた。

　⑽　学生の成長を実感するよろこび

　《学生が伸びてほしい思いがあるので，実習するにつ

れて伸びることを聞くとうれしく安心する》から構成さ

れていた。

Ⅵ　考　察

１　精神看護実習におけるスタッフナースの学習支援の

構造について

　精神看護実習におけるスタッフナースの学習支援の構

造は，精神科看護実践で培ってきた明確な自身の精神科

看護観と看護実践を基盤にしたものであった。スタッフ

ナースは，実習生が病棟に入るメリットを確信したうえ

で自らも一員である治療共同体を活かした学習支援を

し，その成長を喜び，もっと支援したいという思いとと

もに，指導者を中心とした学習支援に役割意識を持ち，

直接的間接的に実習生に関わっていた。これは，対象を

自律・自立支援すること，意思決定を促すこと，患者が

自ら出した判断に向き合い，ともに取り組むなど，精神

科看護師としてのあり様が反映されたものといえる。こ

のことについて，以下に詳細に考察する。

　Ａ氏はこれまでの精神科における看護経験で培ってき

た【精神科看護に必要なもの】を内在化しつつ日々の看

護実践を行っていると考えられる。つまりスタッフナー

スの実習生の受け入れの基盤は，日々看護実践を行って

いる看護師としての自分自身であるといえる。このこと

は，実習生に精神科における看護師ロールモデルとして，

具体的言動を提示し，実習生自身が現実的に考える間を

与え，主体性を引き出すことにもつながる。正村ら（2013）

は，学生は教員や指導者にロールモデル行動を求めてい

ることを明らかにしたうえで，“手取り足取りの指導で

はなく，学生が状況に即して応用する過程を妨げない距

離感を保持して行うロールモデル行動の必要性”を，松

井ら（2000）はロールモデルの存在が学生の行動変容に

つながり自己効力感を高めることを指摘し，さらに“支

援者やロールモデルとしての看護師の存在が困難な実習

を乗り越えるレジリエンスの要素である”ことが隅田ら

（2013）によって明らかにされている。 

　スタッフナースは【実習生の立場や思いに対する理

解】があり，自らの学生時代と比較して《自分の学生時

代は計画をやり直し実習させてもらえない厳しい指導も

あったが今の学生には適さない》など，現代学生に対す

る効果的な指導や関わり方を再構成し，実習生の不安や

スタッフへの近づきにくさも踏まえた受け入れ姿勢が

あった。自らの実習体験をもって考えることは，実習生

の立場で物事を見て感じ，考え，動くことにも通じ（河

津1988），また，精神科や精神患者に対する実習前の不

安や緊張だけでなく，実際に学生は “（指導者らに）否

定されたらどうしよう，という気持ちを持っている”こ

とが報告されており（正村ら 2013），本研究結果と一致

する。小山ら（2008）が，実習につまずき途中でやめる

ことにならないよう，“いまどきの学生”を理解し，委

縮せず伸び伸びと実習できる環境を整え，丁寧に関わる

ことで看護の魅力を感じ，精神科に興味を持てる実習に

なることの大切さを報告していることも，本研究に通ず

る。そして，【実習生が病棟に入るメリット】は患者だ

けでなく，スタッフも刺激を受け自らの看護の振り返り

の契機になるなどの考えがあり，出会う前から理解的な

姿勢で現代の学生を迎えていた。つまり，スタッフナー

スは実習生と出会う前から実習生に安心を与え，効果的

な学習の支援しようというレディネスを整えていること

がわかり，実習生の緊張が早期に軽減し安心できる環境

を提供しているといえる。特に実習中に【アクシデント

のあった実習生への配慮と対応】としては，実習生の報

告から細やかに内容の程度や対応の必要性をアセスメン

トしながら学生を安心させるために自分の反応にも注意

したうえで，実際の報告経路や患者も含めた対応をシン

プルにはっきりと伝え，さらに「一緒に行こうか」と声

かけまでしていた。学生を脅かさない配慮や安心の提供

は，平上（2011）の報告とも一致するものであり，精神

科看護師が実際に患者と関わる際に大切にしている特徴

の表れと考える。

　このスタッフナースの【実習生や実習指導に対する自

分の思いや考え】は，《…実習は実践を通して学生自身

が考え学ぶもの》，《実習生自身が考えすすめるための支

援をする必要がある》，《…具体的な振り返りで実習生は

伸びる》など，学生の主体性を尊重し，学生自身の考え

に基づいた実践経験をもとに，ともに考え振り返ること

を重視するものであった。これは安酸（2005）の提唱す

る “学生の経験を指導者と学生が共に考え意味づけ，直

接的経験を反省的経験に発展させる” 経験型実習にあた

る。浅井（2007）は，“実習での体験がどんなに豊かで

あっても，その体験の認識が学生の意識化に至らなけれ

ば，主観的な体験で終わってしまう”と警鐘を鳴らして

おり，藤岡（2004）は“体験のプロセスを振り返ることは，

学生が経験から学ぶ意味を確かめることになり，学生の
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経験を中心にした効果的実習指導につながる“と述べて

いる。経験型実習は自己効力感理論や成人教育理論を基

盤にされていることから，これに通ずるスタッフナース

の考えは看護を学ぶ学生に適しているといえ、さらに実

習において実習生自身が興味関心のある自由な経験を保

証されていることや，その意味づけを専門家とともに探

究していることなど，効果的な学習支援を受けていると

いえる。

　学習とは自らの経験から生まれるものであり（Dewey　

1938），実際の看護の臨床という状況のなかに入り込ん

でいることでそれが非常にリアリティを持った経験とし

て実習生の中に流れ込んでくる。その経験を自分で考え

たり悩んだりするのが本当の意味での学びであり（藤岡　

2002），本研究結果を裏付けるものである。この振り返

りにおいて，“学生のできている部分を認め，次にどう

したらよいかを学生とともに考えながら具体的に助言す

る（正村 2013）”ことが大切であり，どう考えたのかど

う感じたのかを聴き，受け止めてくれる存在が，実習生

が自らの経験を客観化してゆく助けとなる。Ａ氏は〈学

生は褒めるだけじゃ伸びない〉，〈今できてない部分は何

なのか，どう指導するかなど…指導しないと伸びない〉

と学習支援の要点を押さえていることを語っており，《時

間を調整して実習生に声をかけたりし，実習生への直接

指導》もするなど，スタッフナースの立場で効果的学習

支援をしているといえる。新井（2010）は，実習指導者

の不安などの軽減に対するスタッフ全体の理解を得るな

ど体制上の支援として，指導者とは違う対場で指導者に

協力して１つの指導チームとして学生指導に関わる必要

性を指摘している。スタッフナースは，実習指導者を信

頼し尊重しながらも，実習指導に関する意見も言い，医

師などとも連携するなど【学習支援環境としての治療共

同体】の一員としても学習支援に関わり，実習指導者の

サポートも行っており，スタッフナースのあり様は指導

者にとっても意義があるといえる。

　このような実習生の学習支援に関わることについて

は，「学生は実習するうちにどんどん伸びるっていうこ

とを今聞かれてすごい安心感っていうか，やっぱり学生

さんが伸びるっていうのはうれしいっていうのか，伸び

てほしい…」と【学生の成長を実感するよろこび】とし

て語っており，渡辺ら（2012）の述べる，“（指導者は）

学生の新鮮な発言にハッとしたり，学生の持つ情報に感

心したり，指導による学生の変化が純粋にうれしかった

り…”することに一致する。さらに渡辺ら（2012）は

“実習指導は大変そうでもやってみたいスタッフが多い”

ことも報告している。Ａ氏も多少のインシデントも含ん

で実習生の取り組みを引き受け，スタッフナースとして

可能な限り実習生に関わろうとする能動的な思いや，実

習生のほうからもスタッフナースに近づいてほしい思い

が，スタッフナース活用のメリットや具体的活用方法の

語りとともに，【学習支援者としてのスタッフナース活

用の要望】に表れているものと考える。これについては，

Ａ氏の過去の実習指導者経験がポジティブに意味づけら

れている可能性もあり，実習生の考えや実践を想定した

うえで，自分たちが引き受けるからもっと何でも積極的

に挑戦したらいい、という実習生へのエールとなって，

次に出あう実習生への思いやあり様につながっているこ

とも示唆された。ただし，Ａ氏が「学生が（スタッフに）

聞きにくいのもわかる」と語っていた通り，学生にとっ

て実習指導者よりも遠い位置にいるスタッフナースに近

づくことは困難であると考えられ，スタッフナースの思

いが学習支援に活かされるよう，教員が橋渡し役をとる

などの取り組みによって，さらに学習支援に参画しても

らえる可能性が示唆された。

　以上のことから，スタッフナースは実習生を学習者と

して尊重し，学生理解に則って緊張や不安に配慮しなが

ら，より効果的な学習になるための具体的支援を念頭に

おいて，常に実習生を気にかけ，治療共同体の一員とし

て関わっている現状がわかった。これは実習指導者のあ

り様（平上 2011）に沿ったものであることが示唆された。

２　実習指導者とスタッフナースの学習支援の比較

　著者は先の研究で実習指導者に焦点化して，精神看護

実習における学習支援の構造を明らかにしたが，これと

の比較を表２に示し，以下に述べる。

　本研究結果において抽出された学習支援の要素として

の大カテゴリーは，実習指導者を対象にした研究結果で

抽出されたカテゴリーにそれぞれ対応する結果であっ

た。実習生に関わる立場は違っても，介入点や実習生と

の教育的相互作用点が同じである可能性が示唆されたこ

とは興味深い点であり，さらに他の学習支援者とも比較，

探究することで，今後の実習指導や教員との協働のあり

方・実習生－実習施設スタッフ双方に効果的なあり様な

ど新たなモデルへの発展も期待できると考える。

　また，【学習支援者としてのスタッフナース活用の要

望】は，スタッフナースだけに抽出されたものであり，

もっと実習生に関わりたい思いの表れであり，実習指導

者の役割と棲み分けをしつつ，スタッフナースの病棟に

おける役割を妨げない範囲で実習に参画してもらうほう

が良いことを示唆している。このためには実習指導者を

中心とした病棟での話し合いや担当教員とも何でも言い

合える関係のなかで，よりよいスタイルを見出すことが

必要であると考える。
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３　研究の限界と課題

　本研究では一定数の実習生を受けている精神科病棟に

おいて，実習指導者以外のスタッフナース１事例のイン

タビューを分析した結果であり，一般化とはいえない。

実習指導経験がない・新人・性別・年齢など，対象にバ

リエーションを持たせてゆく必要がある。また精神看護

実習は物理的・人的・社会的な環境全体の中における相

互行為をひもとく作業であり（寳田 2003），精神看護実

習全体の学習支援構造は今後もその対象を他職種・学生・

患者と広げて継続研究に取り組み，多面的結果を統合し

てゆく必要がある。

Ⅶ　まとめ

　精神科病棟の実習指導者以外のスタッフナースである

Ａ氏が語った精神看護実習における学習支援の構造は10

大カテゴリー，25カテゴリー，61サブカテゴリー，87コー

ドで構成され，以下にまとめを述べる。

１　精神看護実習におけるスタッフナースの学習支援の

構造は，精神科看護実践で培ってきた明確な自身の精

神科看護観と看護実践を基盤に精神科看護師としての

あり様が反映された構造であった。スタッフナースは，

実習生が病棟に入るメリットを確信したうえで自らも

一員である治療共同体を活かし，実習生もその一員と

して学習支援をし，実習での成長を喜びもっと支援し

たいという思いとともに，指導者を中心とした学習支

援に役割意識を持ち，直接的間接的に実習生に関わっ

てた。

２　もっと実習生に活用してもらってよいという思いの

あるスタッフナースと，緊張で近づきにくい実習生の

橋渡しを教員がとるなどすることで，さらにスタッフ

ナースは学習支援に参画してもらえる可能性が示唆さ

れた。これにより，実習生だけでなく，実習指導者・

患者・スタッフナース自身にもメリット生まれる可能

性が示唆された。

３　教員は以上のようなことをふまえて，スタッフナー

スともさらに密に関わりその思いを聞きながら，実習

に関わるすべての人にとってより良い実習環境を整え

ていく必要がある。
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The Structure of the Study Support Provided by Staff Nurses 
in the Psychiatric Nursing Practicum:  Report 1

　　 One Case in which an Interview was Conducted 　　

HIRAKAMI Kumiko, SUZUKI Keiko, KITO Kazuko　

Abstract

       The Psychiatric Nursing Practicum has revealed that the training leaders are offering study 

support to nursing students through which students established a relationship with patients and 

practiced their nursing skills in the medical treatment community on their own initiatives by getting 

rid of their prejudices （Hirakami, 2011）．I conducted interviews in order to elucidate the staff nurses’ 

study support in addition to training leaders.  I report the analysis of the result as one example of the 

study support in this paper.

       I conducted semi-structured interviews with the nurses who worked at the psychiatric ward 

where the nursing practicum students were accepted.  I asked about their feelings and thoughts 

about the trainees and the study support, and analyzed the data qualitatively and inductively.  As a 

result, 10 major categories of staff nurses’ study support were extracted from 61 subcategories and 

25 categories.  The result showed that the staff nurses were offering study support while realizing 

the merit of the nursing practicum students being in the ward, making use of the medical treatment 

community, appreciating the students’ growth, hoping to be able to give support, and being aware of 

their roles in the nursing practicum.  

Keywords:  Psychiatric Nursing Practicum, psychiatric nurses, study support
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